
 
○グラフに書き込みをしながら，ワークシートに理
由を書きましょう。 

○人数の多い，少ないがいちばんはっきりしている
のはどのグラフですか。またその理由は何ですか。 

○時間の人数が一番わかりやすいのはどのグラフで
すか。また，その理由は何ですか。 

○あやかさんのグラフは，グラフの長さの違いが 
一番大きいことに気付く。 

○たけしさんのグラフは，全部が目盛りにぴったり
であることに気付く。 

○りえさんのグラフはどれもぴったりではない。 

１めもり５人 

ぼうグラ
フの長さ
のちがい
が大きい。 

人数の多い，少ないが 
一番はっきりしている。 

１めもり○大  

７ 本時の学習 

（１）本時の目標 

同じデータを基にした，１目盛りの表す大きさが異なる３つの棒グラフを比較し考える活動を通して，棒グラフの読み取り方や表し方の工夫を理解し，１目盛りの表す大きさの取り方も目的に応じて考えることができる。 

（２）本時の評価規準   

イ １目盛りの表す大きさや棒の長さに着目して，グラフを比較し，表し方の工夫について考え，説明している。 

（３）本時で育成したい資質・能力 

   Ｂ 自分の考えを相手に分かりやすく伝え，相手と自分の意見の相違点や共通点に着目しながら考え，反応している。 

（４）本時の学習展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

  

 

○各時間のけがをした人数は何人でしょう。 
○あやかさんのグラフを見てみましょう。 
○なぜその数を入れましたか。 
○同じ記録を棒グラフに表しているのに，なぜ
長さが違うと思いますか。 

○それぞれ１目盛りが２，３，５であることに
気付く。 

○３人の棒グラフを比べて見て，長さが違うと
いうことから，１目盛りの表す大きさが違う
ことに気付く。 

 
○ペアではるとさんの言っていることについて，自
分の意見を説明しましょう。 

○グラフを見てどんなことが分かりますか。 
○りえさんのグラフはどんな特徴がありますか。 

○１目盛りの大きさが５だから見た目では分かり 
にくいが，人数が２倍になっていることに気付く。 

○他のグラフと比べながら，目盛りの大きさに気付く。 
○グラフを縦に重ね１つにまとめると，合計の人数や，３・
４年生の様子が一度に分かりやすいことに気付く。 

○それぞれの棒グラフにはそれぞれの特徴があることに気
付く。 

 
○今日の学習でわかったことは何ですか。 
○今日の学習が身についたか，チャレンジ問
題を解いてみましょう。 

○今日の学習で分かったこと，友だちの考え
のよかったところを振り返りましょう。 

○目的によって１目盛りの大きさを考えるこ
とを押さえ，まとめに繋げる。 

○本時のめあてに対するまとめをノートに書
いた後，発表する。 

○チャレンジ問題を解き，根拠を書く。 
○今日の学習の振り返りをノートに書く。 

児
童
の 

活
動
・
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応 

教
師
の 

発
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  ○表の値を隠し数字を予想させながら 
提示していくことで，出てくる数字に着
目させる。 

○はじめにあやかさんのグラフの目盛り
を隠して提示することで，目盛りの 
表す大きさに着目させる。 

○棒の長さが違う理由を考えさせること
で，１目盛りが表す人数がちがうことに
気付かせる。 

○棒グラフに書き込みをさせることで，根拠を 
持って自分の考えを伝えられるようにする。また，
児童の発言を黒板の棒グラフに書き込みをするこ
とで，棒グラフの見るポイントを押さえる。 

○考え方が思いつかない児童には，棒グラフの長さ
や１目盛りの人数について再度押さえ，ちがいに
気付きやすくさせる。 

○分かりやすい，分かりにくい，正しい，正しくないは
感覚によって違うため，発言に対しての理由がきちん
としていれば認める。 

 

 

○１目盛りの表す大きさや棒の長さに着目して，グラフを比較し， 

表し方の工夫について考え，説明させる。 

○りえさんのグラフは，１目盛りの表す人数が多いため，棒の長さの

違いが小さく見えることに気付かせる。 

イ１目盛りの表す大きさや棒の長さに着目して，グラフを比較し，表
し方の工夫について考え，説明している。（発言，ワークシート） 

○３，４年生の様子が一度に捉えられたり，１つのグラフで比較でき
たりするりえさんのグラフのよさを価値づける。 

○どの棒グラフにもそれぞれの特徴があり，目的に応じて表し方を選

択すればよいことに気付かせる。 

Ｂ自分の考えを相手に分かりやすく伝え，相手と自分の意見の相違点
や共通点に着目しながら考え，反応している。（発言）（ノート） 

 

○キーワードを基に，本時のめあてに対する 
 まとめを考えさせる。 
 
○３問程度チャレンジ問題を解かせ，本時の学
習が理解できているか自分で確認できるよ
うにする。 

 
○振り返りの視点を示して学習感想を書かせ，
本時の学習で何が分かったか，どのように考
えたかを自分で振り返られるようにする。 

問題把握（10 分） 自力思考（10 分）・集団思考（15 分） まとめ・振り返り（10 分） 

３人のグラフのとくちょうを

見つけ，せつ明しよう。 

わかりやすく整理して表そう 
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めあて 

まとめ  ２/４ 

問題 

自力思考 

集団思考 

ふり返り 

３人のかいたぼうグラフ

をくらべましょう。 

何を表したいかによって，１めもり 

の大きさをかえるといい。 

・表したいことによって１め
もりの大きさをかえる。 

・１めもりの表す大きさを見
て考えることが大切。 

１めもり２人 

チャレンジ 

１めもり３人 

○うのグラフ 
・３つのグラフの中で１めもりの
大きさが一番小さいから 

・ぼうグラフの長さのちがいが，
一番大きいから。 

どのぼうグ
ラフの先も，
めもりとぴ
ったり。 

ぼうを組み
合わせて考
えることが
できる。 

それぞれの時間の人数が 
一番分かりやすい。 

２つの学年を一度に 
比べることができる。 

○３つのグラフで人数の多い，少な

いがいちばんはっきりしている

のはどのグラフですか。 

３年生と４年生で人数の

多いじゅん番は同じ。 

１めもり○小  

見た目がちがう。 

１めもりの大きさがちがう。 

ちがいが小さく見える。 


